
年
金
者
組
合
は
、
２
ヶ
月
に
一

回
の
年
金
支
給
日
に
全
国
で
、
そ

し
て
埼
玉
県
で
年
金
受
給
日
宣
伝

を
し
て
い
ま
す
。
越
谷
支
部
は
南

越
谷
駅
頭
（
写
真
）
に
て
10
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。
今
月
は
12
月
15
日
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
何
故
年
金
は
毎
月
で

は
な
く
２
ヵ
月
に
１
回
な
の
で
し
ょ

う
か
。
毎
月
支
給
が
先
進
国
で
は

常
識
で
す
。

年
金
者
組
合
は
月
給
と
同
じ
よ

う
に
毎
月
の
年
金
支
給
の
実
現
を

求
め
て
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
最
低
賃
金
制
度
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
最
低
保
障
年

金
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

国
民
が
、
最
低
保
障
年
金
制
度
の

実
現
の
た
め
に
声
を
上
げ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
五
十
嵐
）

11
月
28
日
中
央
市
民
会
館
に
て

越
谷
・
吉
川
・
松
伏
労
働
組
合
連

合
会
の
第
37
回
定
期
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

河

田
議
長
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
と
し
て
埼
労
連
の
浦
部
副
議
長
、

民
主
市
政
の
会
の
大
里
代
表
、
立

憲
民
主
党
の
小
口
市
議
、
日
本
共

産
党
の
工
藤
市
議
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
役
員
か
ら
経
過
報
告
、
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
活
動

方
針
案
と
当
面
の
方
針
、
次
期
予

算
案
が
説
明
さ
れ
加
盟
団
体
か
ら

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

５
団
体
か
ら
の
発
言
が
あ
り
、

年
金
者
組
合
か
ら
は
吉
田
副
支
部

長
（
写
真
）
が
年
金
生
活
者
の
要

求
と
現
状
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。
大
会
は
49
人
の
代
議
員
中
36

人
の
参
加
で
成
立
し
ま
し
た
。

越
谷
支
部
か
ら
は
、
吉
田
副
支

部
長
、
足
立
副
支
部
長
、
五
十
嵐

書
記
長
が
代
議
員
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
な
お
今
年
度
に
引
き
続

き
越
谷
支
部
か
ら
木
村
直
人
さ
ん

が
会
計
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
五
十
嵐
）

２
０
２
５
年
10
月
18
日
、
越
谷

年
金
者
組
合
か
ら
宮
下
文
子
さ
ん

と
不
破
千
代
江
さ
ん
と
と
も
に
、

埼
玉
県
の
解
団
式
（
於
浦
和
駅
近

コ
ル
ソ
７
階
、
参
加
60
余
名
）
に

参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
感
想
を

述
べ
ま
す
。

違
憲
訴
訟
は
、
10
年
に
わ
た
り
、

全
国
５
０
４
４
名
（
埼
玉
61
名
）

に
よ
る
大
規
模
提
訴
だ
っ
た
が
、

埼
玉
県
本
部
発
行
の
報
告
書
「
年

金
裁
判

闘
い
の
記
録
」
で
の
指

摘
の
よ
う
に
、
憲
法
25
条
の
観
点

か
ら
は
、
「
不
当
判
決
」
だ
っ
た
。

た
だ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
言

葉
か
ら
は
、
活
動
継
続
へ
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
た
。
私
は
、
参
加
さ

れ
て
い
た
弁
護
団
長
の
柳
重
雄
弁

護
士
に
、
ね
ん
き
ん
越
谷
３
２
８

号
（
本
年
9
月
17
日
発
行
）
の
点

睛
「
年
金
訴
訟
に
勝
つ
条
件
は
」

を
手
渡
し
、
（
裏
面
に
続
く
）
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点

睛

皆さん、今年一年いかがお過ごしでしたでしょうか。来年も良いお年を。

今
後
の
Ａ
I
の
発
展
に
不
安

２０２５年

３３１号
１２月１７日（水）

今
年
も
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
が
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ

ま
し
た
。
私
は
現
役
時
代
某
計
算
機
メ
ー
カ
ー
で

定
年
ま
で
36
年
間
大
型
計
算
機
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ま

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
連
す
る
仕
事
に
従
事
し

て
き
た
事
か
ら
計
算
機
科
学
の
集
大
成
と
も
い
え

る
Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。

私
は
20
年
程
前
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
囲
碁
ソ
フ
ト

を
買
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
チ
ェ
ス
、
将
棋

と
違
っ
て
囲
碁
で
計
算
機
が
人
間
を
超
え
る
の
は

ま
だ
ま
だ
先
の
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
７
年
に
囲
碁
Ａ
Ｉ
が
当
時
世

界
最
強
と
い
わ
れ
た
韓
国
の
プ
ロ
棋
士
の
３
番
碁

に
３
連
勝
し
て
か
ら
人
間
は
以
降
、
囲
碁
Ａ
Ｉ
に

勝
て
な
く
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

で
す
か
。
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
と
は
学
習
し
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
新
し
い
文
章
や
画
像
、
音
声
、
動
画
な

ど
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
の
事
で
す
。

最
近
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
は
皆
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ホ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
誰
で
も
文
章
や
画
像
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
利
用
し
て
作
っ
た

フ
ェ
イ
ク
情
報
で
選
挙
の
時
に
誹
謗
、
中
傷
を
行

な
っ
た
り
、
小
説
や
画
像
を
作
っ
て
コ
ン
テ
ス
ト

に
応
募
し
入
選
す
る
事
態
も
起
き
て
い
ま
す
。
特

化
し
た
Ａ
Ｉ
が
大
規
模
に
利
用
さ
れ
る
事
に
よ
り
、

単
純
作
業
や
定
型
業
務
は
自
動
化
さ
れ
人
間
の
職

場
が
減
っ
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
人
間
は
よ
り
創
造
的
か
つ
専
門
性
の
高
い
仕

事
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
い
う
予
想
も
あ
り
ま
す

が
、
総
て
の
人
間
が
そ
う
な
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
の
Ａ
Ｉ
に
質
問
す
る
と
Ａ
Ｉ
が
答
え

を
提
示
し
て
く
れ
ま
す
。
中
国
の
Ａ
Ｉ
は
中
国
政

府
の
政
策
に
つ
い
て
聞
く
と
答
え
ら
れ
な
い
と
拒

否
す
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
Ａ
Ｉ
に
人
間
が
そ
の

よ
う
な
制
限
を
設
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

Ａ
Ｉ
が
今
後
デ
ー
タ
を
ど
ん
ど
ん
蓄
積
し
て
い
く

時
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
に
い
つ
ま
で
も
制
限
を
与
え
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
Ａ
Ｉ

の
非
常
に
急
速
な
進
歩
を
見
て
い
る
と
、
10
年
後

の
Ａ
Ｉ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
不
安
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
五
十
嵐
）

「
年
金
受
給
日
宣
伝
」

現
行
・
年
金
は
毎
月
で
は
な
く
２
ヵ
月
に
１
回

年
金
者
組
合
は
毎
月
の
年
金
支
給
の
実
現
を
求
め
て
運
動

第
37
回越

労
連
定
期
大
会

年
金
裁
判
解
団
式
に

参
加
し
て

２
班

渡
邊
穰
二


